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。



衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
天
下
り
の
実
態
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
天
下
り
先
」
と
い
う
用
語
は
政
府
と
し
て
定
義
し
て
用
い
て
い
る
用
語
で
は
な
い
が
、
「
天
下
り
」
と
は
、

先
の
答
弁
書（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
内
閣
衆
質
一
七
三
第
一
〇
六
号
）
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
り
、

例
え
ば
、
特
定
の
民
間
企
業
、
団
体
等
と
の
癒
着
や
行
政
の
無
駄
な
ど
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
点

に
関
し
、
国
民
か
ら
の
厳
し
い
批
判
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
あ
っ
せ
ん
」
と
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
行
為
を
い
い
、
同
条
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
行
為
に
対
し
て
は
、
当
該
行
為
を
行
っ
た
職
員
の
任
命
権
者
等
が
調
査

を
行
い
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
懲
戒
処
分
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

公
務
員
が
、
法
令
に
違
反
す
る
こ
と
な
く
、
府
省
庁
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ず
に
、
再
就
職
先
の
地
位
や
職
務
内
容
等

に
照
ら
し
適
材
適
所
の
再
就
職
を
す
る
こ
と
は
、
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

一



二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

公
務
員
の
再
就
職
等
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
、
公
務
の
公
正
性
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
確
保
と
公
務
員
の
有
す
る

職
業
選
択
の
自
由
等
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
合
理
的
な
範
囲
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
御
指
摘
の
問
題
に

対
処
す
る
た
め
に
は
、
現
行
の
国
家
公
務
員
法
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
い
る
再
就
職
あ
っ
せ
ん
の
禁
止
等
の
規
制
の
実
効
性

を
高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
国
家
公
務
員
出
身
者
が
役
員
又
は
職
員
等
に
在
籍
す
る
公
益
法
人
に
つ
い
て
は
、
「
政
府
関
連
公
益
法
人
の
徹
底

的
な
見
直
し
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
徹
底
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
「
独
立
行
政
法
人
等
の
役
員
人
事
に
関
す
る
当
面
の
対
応
方
針
に
つ
い

て
」
（
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
対
応
方
針
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
が
役
員
に

就
任
し
て
い
る
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
後
任
者
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
場
合
及
び
新
た
に
公
務
員
Ｏ
Ｂ
を
当
該
役
員
に
任
命
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
公
募
に
よ
り
後
任
者
の
選
考
を
行
う
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
「
独
立
行
政
法
人
の
抜
本
的
な
見
直
し
に

つ
い
て
」
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
国
民
的
視
点
か
ら
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

二



二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
原
口
総
務
大
臣
の
指
摘
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
九
日
に
行
わ
れ
た
総
務
省
政
務
三
役
会
議
に
お
け
る
国
家
公

務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
説
明
資
料
に
つ
い
て
、
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
が
明
確
に
記
載
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
資
料
に
つ
い
て
は
修
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
民
間
人
材
登
用
・
再
就
職
適
正
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
再
就
職
等
規
制
の
監
視
等
を
担
う
中
立
公
正
な
第
三
者
機
関

で
あ
る
再
就
職
等
監
視
・
適
正
化
委
員
会
を
設
け
、
同
委
員
会
に
再
就
職
等
規
制
の
遵
守
に
関
す
る
指
導
及
び
助
言
の
権
限

を
付
与
す
る
等
、
再
就
職
等
規
制
の
監
視
機
能
の
強
化
等
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
方
、
職
員
に
対
す
る
再
就
職
の
援

助
は
組
織
の
改
廃
等
に
伴
い
必
要
な
場
合
を
除
き
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
以
上
の
点
に
お
い
て
官
民
人
材
交
流
セ
ン

タ
ー
と
は
異
な
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日
以
降
に
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
が
再
就
職
先
法
人
に
職
員
を
紹
介
し
、
当
該
法
人
に
職

員
が
再
就
職
し
た
事
例
は
五
十
三
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
す
べ
て
組
織
の
改
廃
等
に
よ
り
離
職
せ
ざ
る
を
得
な

い
社
会
保
険
庁
職
員
で
あ
っ
た
者
で
あ
り
、
御
指
摘
の
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
と
矛
盾
し
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三



四
の
�
に
つ
い
て

対
応
方
針
に
基
づ
く
公
募
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
選
考
基
準
等
が
特
定
の
者
を
優
遇
す

る
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
ほ
か
、
外
部
の
有
識
者
に
よ
る
選
考
委
員
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
選
考
の
公
平
性
及

び
透
明
性
を
十
分
に
確
保
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
独
立
行
政
法
人
等
の
役
員
に
係
る
選
考
委
員
会
の
評
価
及
び
当
該
独
立
行
政
法
人
等
の
任
命
権
者
が
再
任
者
を

選
任
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
当
該
独
立
行
政
法
人
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
各
選
考
委
員
会
の
委
員
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
謝
金
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

独
立
行
政
法
人
造
幣
局
理
事
の
選
考
委
員
会
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
監
事
の
選
考
委
員
会

委

員
四
名
に
対
し
、
合
計
十
四
万
千
円

独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
の
選
考
委
員
会

委
員
五
名
に
対
し
、
合
計
五
十
万
円

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
理
事
の
選
考
委
員
会

委
員
七
名
に
対
し
、
合
計
六
十
九
万
六
千
円

独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
監
事
の
選
考
委
員
会

委
員
四
名
に
対
し
、
合
計
八
万
四
千
円 四



独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
理
事
の
選
考
委
員
会

委
員
五
名
に
対
し
、
合
計
十
六
万
円

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
理
事
の
選
考
委
員
会

委
員
三
名
に
対
し
、
合
計
十
六
万
三
百
八

十
円独

立
行
政
法
人
海
上
災
害
防
止
セ
ン
タ
ー
監
事
の
選
考
委
員
会

委
員
二
名
に
対
し
、
合
計
八
万
九
千
百
円

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
理
事
の
選
考
委
員
会

委
員
三
名
に
対
し
、
合
計
二
十
一
万
三
千

八
百
四
十
円

四
の
�
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
独
立
行
政
法
人
の
抜
本
的
な
見
直
し
に

つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
国
民
的
視
点
か
ら
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
対
応
方
針
に
基
づ

く
公
募
は
、
独
立
行
政
法
人
の
抜
本
的
な
見
直
し
ま
で
の
間
の
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実

施
に
当
た
っ
て
、
所
管
大
臣
は
、
各
独
立
行
政
法
人
の
効
果
的
な
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
該
公
募
を
通
じ

て
選
任
さ
れ
た
役
員
に
も
そ
の
趣
旨
を
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

五



お
尋
ね
の
応
募
要
件
及
び
選
考
基
準
に
つ
い
て
は
、
対
応
方
針
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
行
政
法
人
等
の
任
命
権
者

が
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
定
の
者
が
優
遇
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
公
平
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
独
立
行
政
法
人
等
に
対

す
る
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
独
立
行
政
法
人
等
の
役
員
の
公
募
に
当
た
っ
て
は
、
役
員
公
募
の

実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
選
考
の
公
平
性
及
び
透
明
性
の
確
保
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

今
回
の
公
募
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
選
考
委
員
会
か
ら
提
示
さ
れ
た
候
補
者
に
つ
い
て
、
任
命
権
者
で
あ
る
独
立
行
政

法
人
等
の
長
や
所
管
大
臣
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
の
選
考
基
準
に
基
づ
き
、
適
任
者
か
ど
う
か
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
四
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
当
該
嘱
託
職
員
が
雇
用
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
府
省

庁
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
が
規
制
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
当
該
嘱
託
職
員
の
ポ
ス
ト
は
平
成
二
十
一
年
十

二
月
末
ま
で
に
す
べ
て
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
あ
っ
せ
ん
の
有
無
を
把
握
す
る
予
定
は
な
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
一
日
時
点
で
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
の
退
職
者
（
職
務
の
専
門
性
等
を
踏
ま
え
、
専
ら
教
育
、

六



研
究
又
は
医
療
に
従
事
し
た
者
、
国
家
公
務
員
と
し
て
の
勤
務
が
一
時
的
で
あ
っ
た
者
、
国
の
機
関
の
組
織
又
は
業
務
を
承

継
し
た
独
立
行
政
法
人
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
九

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
な
い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
独
立
行
政
法
人
の
ポ
ス
ト
に
就
い

て
い
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
年
間
報
酬
額
が
六
百
万
円
以
上
で
あ
る
も
の
（
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行

政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
削
減
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
人
件
費
以
外
か
ら
そ
の
年
間
報
酬
が
支
出
さ
れ
て
い
る
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

調
査
（
以
下
「
本
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。本

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
独
立
行
政
法
人
及
び
そ
の
所
管
の
府
省
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ス
ト
の
職
務
、
職
責

等
を
精
査
の
上
、
そ
の
廃
止
を
含
め
、
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
調
査
の
対
象
に
該
当
す

る
ポ
ス
ト
の
う
ち
、
年
間
報
酬
額
が
千
万
円
以
上
の
ポ
ス
ト
の
新
設
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
ま
た
、
年
間
報
酬
額
が
六
百

万
円
以
上
千
万
円
未
満
の
ポ
ス
ト
の
新
設
に
つ
い
て
も
、
真
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
き
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
こ
と

と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
対
応
方
針
に
係
る
具
体
的
な
指
針
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ

七



る
。

八


